
◆
か
け
が
え
の
な
い
本
物
を
守
る

　【
西
形
委
員
】
利
神
城
跡
の
石
垣
の
管
理

の
あ
り
方
は
、
変
形
が
著
し
い
、
石
材
の

抜
け
が
見
ら
れ
る
な
ど
の
危
険
箇
所
以
外

は
現
状
保
存
を
基
本
方
針
と
す
べ
き
だ
。

　【
北
垣
委
員
】
利
神
城
跡
を
整
備
す
る
上

で
重
要
な
の
は
、
か
け
が
え
の
な
い
本
物

を
守
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
人
た

ち
が
遺
構
に
残
し
た
伝
統
技
術
や
土
地
の

良
さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

◆
豪
雨
に
耐
え
る
排
水
処
理
が
必
要

　【
北
垣
委
員
】
近
年
多
発
し
て
い
る
線
状

降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
に
耐
え
る
た
め
に
は

早
急
に
排
水
処
理
を
施
し
て
石
垣
の
崩
壊

を
止
め
る
必
要
が
あ
る
。

　【
西
形
委
員
】
天
守
の
上
部
に
水
を
入

れ
な
い
処
置
が
必
要
。
そ
し
て
天
守
か
ら

の
水
を
二
の
丸
と
三
の
丸
で
排
水
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

◆
樹
木
管
理
に
よ
っ
て
石
垣
を
見
せ
る

　【
福
井
委
員
】
今
後
、
樹
木
を
管
理
す
る

上
で
、『
利
神
城
古
図
』
に
描
か
れ
て
い

る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
あ
る
風
景
を
想
定
す
る

の
が
良
い
。
ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
対
策
と
石

垣
を
見
せ
る
植
生
管
理
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　【
山
上
委
員
】
利
神
山
本
来
の
植
生
を
想

定
し
、
石
垣
斜
面
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
樹

木
は
管
理
し
な
が
ら
、
山
城
の
周
囲
は
本

来
の
植
生
に
長
期
的
に
戻
す
、
あ
ま
り
手

間
の
か
か
ら
な
い
整
備
の
あ
り
方
も
要
検

討
で
あ
ろ
う
。

◆
整
備
と
管
理
に
必
須
の
人
材
と
資
金

　【
水
島
委
員
】
利
神
城
跡
の
整
備
と
管
理

を
支
援
し
て
く
れ
る
団
体
の
育
成
と
、
支

援
団
体
の
意
見
を
整
備
計
画
に
盛
り
込
ん

で
い
く
取
り
組
み
が
必
要
。
ま
た
、
情
報

発
信
面
で
、「
か
わ
ら
版
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
み
な
ら
ず
掲
示
し
て
ご
覧
い
た
だ
く

方
法
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　【
山
上
委
員
】
管
理
運
営
に
か
か
わ
る
人

手
不
足
が
深
刻
で
あ
る
。
し
か
し
幸
い
、

県
内
に
は
中
世
山
城
が
多
く
住
民
の
関
心

も
高
い
。
県
内
の
史
跡
と
の
連
携
も
一
考

す
べ
き
で
、
兵
庫
県
の
支
援
を
望
む
。

　【
福
井
委
員
】
継
続
し
て
史
跡
を
整
備
す

る
に
は
自
主
財
源
が
要
る
。
来
訪
に
よ
っ

て
収
入
を
獲
得
す
る
方
策
を
検
討
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
収
入
を
整
備
に
つ
な
い
で

い
く
経
済
循
環
が
継
続
の
カ
ギ
で
あ
る
。

◆
第
１
回
専
門
委
員
会
を
総
括
し
て
　

　【
藪
田
座
長
】
ま
ず
は
、
石
垣
の
状
態
を

目
視
で
判
断
す
る
予
備
診
断
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
共
有
し
、
石
垣
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
石
垣
の
価

値
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
、
今

後
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
町
は
、
利
神
城
跡
の
確
実
な
保
存
と
適
切
な
活
用
を
図
る
た

め
、
具
体
的
な
整
備
基
本
計
画
づ
く
り
に
着
手
。
９
月
27
日
、

石
垣
や
史
跡
整
備
、
景
観
、
地
盤
工
学
、
建
築
な
ど
の
分
野
に

よ
る
初
の
専
門
委
員
会（
座
長
＝
藪
田
貫
氏
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
計
画
の
内
容
構
成（
案
）
と
、
保
存
に
あ
た
っ
て
最

も
検
討
を
要
す
る
石
垣
と
樹
木
の
管
理
方
針
、
豪
雨
対
策
、
管

理
体
制
に
関
す
る
各
委
員
の
ご
意
見
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
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「雲を突く石垣の城」を守り活かす
整備基本計画策定の専門委員会が協議スタート
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●利神城跡整備基本計画策定 専門委員名簿

史跡整備

▲9月 27 日、兵庫県立歴史博物館で開催した専門委員会

史跡利神城跡整備基本計画の内容構成（案）

➡

第１章　整備基本計画策定の経緯と目的
１．計画策定の経緯・目的 ２．計画策定の体制 ３．上位・関連計画➡

第２章　史跡利神城跡を取り巻く環境
１．自然的環境 ２．利神城・周辺に関する歴史 ３．社会的環境

第３章　史跡利神城跡の概要
１．史跡指定状況 ２．利神城の歴史的変遷 ３．既存調査概要

第４章　史跡利神城跡の本質的価値
１．史跡の本質的価値と構成要素

第５章　史跡利神城跡の現状と課題
１．応急処置状況２．遺構等保存の現状と課題 ３．公開活用の現状と課題 ４．広域関連計画

➡
➡

➡

第６章　整備の基本理念と基本方針
１．整備の基本理念 ２．整備の基本方針

➡

第７章　整備基本計画
１．整備地区計画と整備方針

➡
➡

➡

６．動線計画 ７．ガイダンス及び案内・解説施設に関する計画
８．管理施設及び便益施設に関する計画 ９．環境保全に関する計画
10．地域全体における城郭関連施設等との整備活用に関する計画➡

11．整備事業に必要となる調査等に関する計画 12．管理運営に関する計画➡

13．事業計画（事業の内容、実施時期などを示す）

２．山城中心地区整備計画 ３．御殿屋敷地区整備計画
４．山城山林地区整備計画 ５．別所構地区整備計画（今後保護を要する範囲）

（
注
）
紙
面
の
都
合
上
、
会
議
内
容
の
一
部
の
み
掲
載
、
小
野
委
員
は
欠
席
。

文化庁が示す「史跡等整備基本計画ー標準となる構成―」に基づき、
想定した内容案のため、今後、委員会協議を経て再構成します。


